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本展オリジナルグッズも多数！
その他詳しい情報は本展公式ホームページをご覧下さい。

【大竹伸朗展公式 HP】
https://www.takeninagawa.com/ohtakeshinroten/

◉観覧料
一般：1,500 円
高大生：900 円
※高齢者（65才以上）は一般料金から100 円引き。
※団体（20名以上）は各 200円引き。
※中学生以下、障がい者手帳等をお持ちの方とその介護者 1 名は無料。
※本展期間中の、パフィオうわじま内「大竹文庫」オリジナルスタンプを押した
ブックリスト、道後温泉本館の「熱景／NETS U -K E I」コラボレーション
入浴券の半券をお持ちの方は団体料金で入場可。

◉初公開！
大竹伸朗が手掛けた「パフィオうわじま」ホール緞帳作品と、道後温泉
本館保存修理後期工事の素屋根テント膜作品の原画を特別展示します。

大竹伸朗
1955 年東京都生まれ。愛媛県宇和島市在住。主な個展に熊本市現代美術館／水戸芸術館現代美
術ギャラリー (2019)、パラソルユニット現代美術財団 (2014)、高松市美術館 (2013)、丸亀市
猪熊弦一郎現代美術館 (2013)、アートソンジェセンター (2012)、広島市現代美術館／福岡市美
術館 (2007)、東京都現代美術館 (2006)など。また国立国際美術館 (2018)、ニュー・ミュージアム・
オブ・コンテンポラリー・アート (2016)、バービカン・センター (2016) などの企画展に出展。
ハワイ・トリエンナーレ (2022)、アジア・パシフィック・トリエンナーレ (2018)、横浜トリエンナー
レ (2014)、ヴェネチア・ビエンナーレ (2013)、ドクメンタ (2012)、光州ビエンナーレ (2010)、
瀬戸内国際芸術祭 (2010、13、16、19、22) など多数の国際展に参加。また「アゲインスト・ネ
イチャー」(1989)、「キャビネット・オブ・サインズ」(1991) など歴史的に重要な展覧会にも多
く参加している。作家サイト　https://www.ohtakeshinro.com

Shinro Ohtake
Born 1955 in Tokyo, Japan. Lives in Uwajima City, Ehime Prefecture. Major solo exhibitions 
include Contemporary Art Museum, Kumamoto / Contemporary Art Gallery, Art Tower Mito 
(2019); Parasol Unit, London (2014); Takamatsu Art Museum (2013); Marugame 
Genichiro-Inokuma Museum of Contemporary Art, Kagawa (2013); Art Sonje Center, Seoul 
(2012); Hiroshima City Museum of Contemporary Art / Fukuoka Art Museum (2007), and the 
Museum of Contemporary Art Tokyo (2006). Group exhibitions include the National Museum of 
Art, Osaka (2018); the New Museum, New York (2016); and Barbican Art Gallery, London (2016). 
Among the many international art festivals in which Ohtake has participated are Hawai'i 
Triennial 2022, the 9th Asia Pacific Triennial (2018), Yokohama Triennale 2014, the 55th Venice 
Biennale (2013), documenta 13 (2012), the 8th Gwangju Biennale (2010), and the Setouchi 
Triennale (2010, ’13, ’ 16, ’ 19, ’ 22). He has also participated in such historically significant 
exhibitions as “Against Nature: Japanese Art in the Eighties” (1989), “A Cabinet of Signs: 
Contemporary Art from Post-Modern Japan” (1991), and the 1st Asia Pacific Triennial (1993).

〒790-0007　愛媛県松山市堀之内
Horinouchi, Matsuyama City, Ehime Prefecture 790-0007
TEL: 089-932-0010
https://www.ehime-art.jp/

◉交通案内
J R 松山駅前より道後温泉ま
たは松山市駅行き市内電車で
7分。「南堀端（愛媛県美術館
前）」下車、徒歩 1分。

※駐車場は、県庁西駐車場
（2時間無料）をご利用できま
すが、駐車台数に限りがあり
ますので、できるだけ公共交
通機関等のご利用をお願い
します。

緞帳《のぞき岩》は宇和島市学習交流センター
「パフィオうわじま」1F ホールに設置。
※会期中特別公開を実施（日時等詳細は随時
HP 等で告知します）。
※同施設 3 F に大竹伸朗の著書・蔵書が閲覧
できるスペシャルライブラリー
「大竹文庫」を常設。詳しくは公式
SN S（　　 ＠ohtake_bunko）を
ご覧下さい。

現在、「みんなの道後温泉 活性化プロジェク
ト」の一環で、大竹伸朗が原画を手掛けた道
後温泉本館の保存修理後期工事の素屋根テン
ト膜作品を設置中。※2024年まで（工事の進

テント膜サイズ：［東面］約 34m╳約 6ｍ、
［西面］約 34m╳約 20m、［北面］約 30m╳
約 20m、［南面］約 30m╳約 20m、［屋根］
約 34m╳約 30m

《のぞき岩》6.8╳11m、2019年
╱パフィオうわじま

《熱景／NETSU-KE I》／道後温泉本館　
© Shinro Ohtake / dogo2021

最新情報は本展公式 SNS をチェック！

              @ ohtakeshinroten

伊予鉄道
　松山市内線

郡中
線

高浜線

横河原線

豆腐屋のとんかつ　Tofuya Tonkatsu
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東京都現代美術館╱Photo: 木奥惠三  Kioku Keizo 

2015.9.15╱53╳45.5 cm
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